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は
じ
め
に

　
多
摩
市
は
昭
和
40
年
代
の
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
開
発
に
よ
っ
て
、
山
が
切
り
崩
さ

れ
団
地
が
立
ち
並
ん
だ
、
多
摩
川

が
流
れ
る
多
摩
丘
陵
の
緑
豊
か
な

地
域
で
す
。
近
年
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
区
の
児
童
数
の
減
少
に
伴

い
、
学
校
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統

合
が
行
わ
れ
、
現
在
は
二
つ
の
調

理
所
で
、
1
日
約
1
1
〇
〇
〇
食
の
給

食
を
市
内
の
公
立
小
中
学
校
と
、
私
立

の
小
学
校
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

多
摩
市
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

　
多
摩
市
で
は
、「
2
0
5
0
年
の
大
人

づ
く
り
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

持
続
発
展
教
育（
※
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）を
重
点
事

業
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ

と
は「
持
続
可
能
な
社
会
作
り
に
関
わ

る
課
題
を
見
出
し
、
そ
れ
ら
を
解
決
す

る
た
め
に
必
要
な
能
力
や
態
度
を
身
に

つ
け
る
」こ
と
を
通
し
て
、
持
続
可
能

な
社
会
の
形
成
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

資
質
や
価
値
観
を
養
う
教
育
と
い
う
意

味
で
す
。

本
校
の
食
育
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ

■ 

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
学
校
林
、
地
域
、
食
育
」

　
本
校
は
平
成
23
年
に
2
校
の
統
合
に
よ

り
開
校
し
ま
し
た
。
約
7
1
〇
〇
㎡
も
の

広
大
な
学
校
林
と
従
来
か
ら
の
食
育
活
動

を
引
継
ぎ
、
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り

を
再
構
築
す
る
た
め
に
、「
学
校
林
に
か
か

わ
る
活
動
」、「
地
域
と
の
主
体
的
な
つ
な

が
り
の
構
築
」、「
食
育
を
通
し
た
学
習
」

の
3
つ
の
柱
を
中
心
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点

に
立
っ
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
食
育
を
実
践
し
て
い
く
た
め

に
、
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

単
元
開
発
か
ら
始
ま
り
、
学
校
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
各
教
科

と
関
連
付
け
な
が
ら
授
業
を
行
い
ま
す
。

開
校
し
て
か
ら
2
年
間
の
食
育
は
、
学
年

に
よ
っ
て
偏
り
が
出
た
り
、
単
発
的
な
授

業
に
な
っ
た
り
と
、
担
任
と
栄
養
教
諭
が

ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
授
業
を
行
う
か
が

課
題
で
し
た
。

■ 

生
活
科

　
昨
年
度
は
生
活
科
の
単
元
開
発
を
行
い

ま
し
た
。
1
年
生
が
学
校
探
検
で
見
つ
け

た
自
然（
梅
の
実
）を
収
穫
、
梅
ジ
ュ
ー
ス

に
し
、
一
番
身
近
で
様
々
な
活
動
を
共
に

し
て
き
た
2
年
生
に
振
舞
い
た
い
と
意
見

が
出
て
き
ま
し
た
。
栄
養
教
諭
は

梅
の
活
用
方
法
や
ジ
ュ
ー
ス
作
り

を
指
導
し
、
安
全
で
衛
生
的
に
保

管
し
ま
す
。
梅
ジ
ュ
ー
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
は
1
年
生
が
主
体
的
に
活
動

し
2
年
生
を
も
て
な
し
、
担
任
と

栄
養
教
諭
は
で
き
る
限
り
見
守
り

に
徹
し
ま
す
。
こ
の
活
動
は
今
年

度
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

社
会
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

　
今
年
度
は
3
年
生
の
単
元
開
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
4
月
は
地
域
の
山
に
筍

掘
り
に
、
栄
養
教
諭
も
一
緒
に
出
か
け
て

い
ま
す
。
出
来
た
て
の
筍
の
刺
身
を
頬
張

り
、
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
筍
は
、

家
庭
で
い
ろ
い
ろ
な

料
理
に
変
身
し
ま

す
。
そ
こ
か
ら
社
会

科
の「
わ
た
し
た
ち

の
ま
ち
」「
わ
た
し

た
ち
の
ま
ち
の
仕
事

（
農
家
）」の
学
習
に

つ
な
げ
ま
す
。

　
多
摩
市
の
地
図
で

学
校
の
周
り
を
学
習

し
、
町
探
検
で
実
際

に
見
て
確
か
め
ま

す
。
多
摩
市
の
農
業
に
つ
い
て
は
、
栄
養

教
諭
が
授
業
を
行
い
ま
す
。
今
年
は
そ
の

後
を
社
会
科
見
学
に
つ
な
げ
、
給
食
調
理

所
の
見
学
と
配
缶
体
験
、
農
家
の
畑
で
玉

ね
ぎ
の
収
穫
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
場

で
皮
を
む
き
、
か
じ
っ
た
玉
ね
ぎ
の
味
は
、

一
生
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
他
に
も
多
摩

味
噌
の
原
料
米
の
水
田
や
、
10
月
の
ゼ
リ

ー
の
原
料
に
な
る
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
畑
の
見
学

と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
と
な
り
ま
し
た
。
後

日
、
農
家
の
方
を
招
い

た
学
習
で
は
、
児
童
か

ら
出
て
き
た
疑
問
や
質

問
に
答
え
て
い
た
だ

き
、
昔
の
多
摩
市
の
農

業
に
つ
い
て
貴
重
な
話

を
伺
い
ま
し
た
。
そ
し
て
畑
で
朝
採
り
し

た
野
菜
を
、
背
負
い
籠
に
入
れ
て
担
い
だ

児
童
た
ち
は
満
面
の
笑
み
で
し
た
。

　
新
し
い
単
元
開
発
は
、
担
任
と
栄
養
教

諭
が
綿
密
な
計
画
を
練
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
本
校
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
ね
ら
い
で
あ
る

「
学
校
や
地
域
の
自
然
と
の
つ
な
が
り
に

気
付
か
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
工

夫
」し
、
人
や
自
然
と
の「
か
か
わ
り
」「
つ

な
が
り
」の
大
切
さ
を
意
識
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
本
校
で
は
担
任
と
栄
養
教
諭
に
よ
る

様
々
な
食
育
授
業
が
展
開
で
き
、「
パ
ク

パ
ク
通
信
」で
家
庭
や
H
P
に
発
信
し
て

い
ま
す
。
多
摩
市
は
小
学
校
18
校
、
中
学

校
9
校
あ
り
ま
す
が
、
市
内
の
小
中
学
校

へ
は
栄
養
教
諭
が
出
向
き
、
食
育
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
教
育
指
導

課
で
発
行
し
て
い
る「
ら
ん
ち

た
い
む
」で
保
護
者
に
発
信
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
食
育
で
行
う

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
市
内
に
広
め
、
持
続

可
能
な
社
会
の
担
い
手
と
な
る

よ
う
な
児
童
・
生
徒
を
育
て
る

取
り
組
み
を
提
案
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
摩
市
立 

豊
ヶ
丘
小
学
校

学
校
林
・
地
域
・
食
育
か
ら
の

Ｅ
Ｓ
Ｄ

栄
養
教
諭

　早
乙
女
理
恵

取
組

紹
介

豊ヶ丘小の学校林と金襴
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玉ねぎの収穫体験
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平
成
26
年
7
月
31
日
・
8
月
1
日
福

井
県
福
井
市
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
、
第
55
回
全
国
栄
養
教
諭
・
学

校
栄
養
職
員
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

全
体
会

　
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
は
、「
食
育
の
祖
」

石
塚
左
玄
は
福
井
に
生
ま
れ
、食
で
病
気

を
治
す
医
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
食

育
」と
い
う
言
葉
と「
食
育
運
動
」の
原
点

は
福
井
に
あ
る
と
言
え
る
。ま
た
、長
寿

県
と
し
て
も
、子
ど
も
の
学
力
も
47
都
道

府
県
の
上
位
を
し
め
て
い
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
は
ミ
ラ
ノ
で
万

国
博（
エ
キ
ス
ポ
2
0
1
5
）が
開
催
さ

れ
、
そ
の
テ
ー
マ
が「
食
」!!
　
福
井
は

日
本
館
へ
の
出
展
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

文
部
科
学
省
説
明

　
大
路
課
長
か
ら
安
全
対
策
を
考
え
る

上
で
1
0
0
％
は
な
い
が
、
限
り
な
く

1
0
0
％
に
近
づ
け
る
た
め
に
は
小
さ

な
事
故
を
必
要
以
上
に
咎
め
る
の
で
は

な
く
、ヒ
ヤ
リ
、ハ
ッ
と
し
た
事
例
を
検

証
し
て
対
策
を
立
て
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
。個
々
の
学
校
で
絶
え
ず

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、共
有
す
る
こ
と

で
事
故
防
止
に
な
る
。

　
今
年
度
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
を

指
定
し
、食
育
推
進
の
明
確
な
目
標
と
そ

の
成
果
を
検
証
し
て
、食
育
の
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、食
育
の
内
容
を
体
系
的
に
整
理

し
た「
食
育
の
教
科
書
」を
作
成
し
、
平

成
28
年
度
使
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
日
本
の
学
校
給
食
は
世
界
に

誇
れ
る
も
の
で
、ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
に

も
紹
介
さ
れ
た
、と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。実

践
発
表

　「
お
い
し
い
給
食
か
ら
広
が
る
元
気
っ

子
ふ
く
い
の
食
育
」と
題
し
て
、
福
井
市

立
社
南
小
学
校
栄
養
教
諭
髙
柳
厚
子
先

生
と
勝
山
市
立
成
器
南
小
学
校
栄
養
教

諭
村
田
佳
織
先
生
に
よ
る
福
井
県
に
お

け
る
食
育
の
実
践
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
踏
ま
え
た
食
の

指
導
と
、
不
足
し
て
い
る
栄
養
素「
鉄
」

と「
カ
ル
シ
ウ
ム
」が
豊
富
な
献
立
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。小
学
校
入
学
か
ら
中

学
校
卒
業
の
9
年
間
を
通
し
た
食
に
関

す
る
指
導
の
実
践
は
素
晴
ら
し
く
、栄
養

教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
の
研
究
会
を
通

し
て
の
結
果
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。今
後

は「
よ
り
お
い
し
い
給
食
の
提
供
」を
義

務
教
育
の
9
年
間
だ
け
で
は
な
く
、
人

間
形
成
の
重
要
な
時
期
で
あ
る
幼
児
期

か
ら
高
校
生
ま
で
の
一
貫
し
た
福
井
型

18
年
教
育
を
通
じ
て
、
生
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
さ
に
教
育
全
体
で

食
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
が
伺
え
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　「
今
後
の
学
校
に
お
け
る
食
育
の
あ
り

か
た
」と
題
し
て
、
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー

ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
濱
田
有

希
食
育
調
査
官
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
で

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
は
21
世
紀
構
想
研
究

会
理
事
長
馬
場
錬
成
先
生
、武
庫
川
女
子

大
学
文
学
部
教
育
学
科
専
任
講
師
藤
本

勇
二
先
生
、仁
愛
大
学
名
誉
教
授
谷
洋
子

先
生
、福
井
県
鯖
江
市
立
河
和
田
小
学
校

栄
養
教
諭
宮
澤
美
智
子
先
生
の
4
名
の

方
々
で
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
か
ら

「
食
育
」へ
の
熱
い
思
い
が
語
ら
れ
、
特

に
印
象
に
残
っ
た
意
見
は
、「
食
育
の
推

進
の
最
大
ツ
ー
ル
は
安
心
・
安
全
な
学
校

給
食
の
提
供
に
あ
る
。
こ
れ
は
生
き
た

教
材
」、「
食
育
を
大
変
と
思
わ
な
い
で
、

〝
ち
ょ
こ
っ
と
食
育
〞を
毎
日
実
践
」、「
ふ

る
さ
と
給
食
の
日
を
設
定
し
、福
井
市
に

伝
わ
る
郷
土
料
理
や
伝
承
料
理
の
掘
り

起
し
を
行
い
、内
容
を
レ
シ
ピ
集
に
ま
と

め
給
食
献
立
に
活
用
す
る
こ
と
等
に
よ

っ
て〝
知
っ
て
い
る
郷
土
料
理
〞を
一
つ

以
上
書
く
こ
と
が
で
き
る
児
童
数
が
1

学
期
8・7
％
か
ら
3
学
期
76・1
％
に

な
っ
た
」等
、食
育
に
つ
い
て
新
た
な
発

見
が
で
き
た
内
容
で
し
た
。

第
3
分
科
会
　
個
別
指
導

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童

生
徒
へ
の
指
導

　
発
表
者
は
群
馬
県
高
崎
市
立
東
部
小

学
校
栄
養
教
諭
島
田
明
子
先
生
と
静
岡

県
袋
井
市
立
中
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

栄
養
教
諭
原
田
康
子
先
生
で
し
た
。

　
島
田
先
生
は
単
独
調
理
校
に
お
け
る
、

群
馬
県
教
育
委
員
会
の
示
す「
学
校
に
お

け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」に
基
づ
い
た
実
践
発
表
で
、
校
内
で

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
委
員
会
」を
設

置
し
、
統
一
し
た
対
応
の
手
順
・
生
活
管

理
指
導
表
の
取
り
扱
い
、保
護
者
と
の
面

談
、献
立
内
容
の
同
意
、給
食
提
供
方
法
、

対
応
食
の
調
理
方
法
な
ど
連
携
が
取
れ

て
い
て
、学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
が
良
く
わ
か
る
内
容
で
し
た
。

　
原
田
先
生
の
共
同
調
理
場
で
の
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
実
践
発
表
で
は
、市

教
育
委
員
会
が
対
応
食
開
始
に
向
け
て

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、教
職
員
へ
の

講
習
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、専
用
の

調
理
室
を
設
け
、さ
ら
に
ア
レ
ル
ギ
ー
食

調
理
を
含
め
作
業
工
程
表
作
成
の
た
め

に
、
袋
井
市
は
管
理
栄
養
士
を
新
た
に

採
用
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
福
井
大
学
医
学
部
病
態
制
御
医
学
講

座
小
児
科
学
研
究
室
大
嶋
勇
成
先
生
か

ら「
学
校
医
を
通
し
て
、地
域
の
ア
レ
ル

ギ
ー
専
門
医
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に
」と

「
小
学
校
入
学
前
に
学
校
給
食
で
提
供
し

て
い
る
食
品
を
経
験
し
て
入
学
す
る
よ

う
に
指
導
す
る
」、
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー

ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
江
口
陽

子
学
校
給
食
調
査
官
か
ら
は「
で
き
る
だ

け
ア
レ
ル
ギ
ー
原
因
食
品
を
ま
と
め
、調

理
工
程
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
こ
と
が
重

要
」等
の
指
導
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
も
時
間
が
足
り
な
い
く
ら

い
の
意
見
や
実
践
例
が
出
さ
れ
、
熱
い

（
暑
い
）福
井
の
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

＊
平
成
27
年
度
は
7
月
29
日（
水
）、
30

日（
木
）
徳
島
県
徳
島
市
、
会
場〝
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
〞で
す
。「
広
げ
よ
う
阿

波（
Ｏ
Ｕ
Ｒ
）の
食
育
」を
サ
ブ
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

第55回全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会　報告

ワシントン紙に掲載された「日本の学校給食」

白川文字学（漢字）を
取り入れた食育クイズ

マスコット
キャラクタ－
「カニリュウちゃん」
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の
示
す「
学
校
に
お

け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」に
基
づ
い
た
実
践
発
表
で
、
校
内
で

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
委
員
会
」を
設

置
し
、
統
一
し
た
対
応
の
手
順
・
生
活
管

理
指
導
表
の
取
り
扱
い
、保
護
者
と
の
面

談
、献
立
内
容
の
同
意
、給
食
提
供
方
法
、

対
応
食
の
調
理
方
法
な
ど
連
携
が
取
れ

て
い
て
、学
校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
が
良
く
わ
か
る
内
容
で
し
た
。

　
原
田
先
生
の
共
同
調
理
場
で
の
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
実
践
発
表
で
は
、市

教
育
委
員
会
が
対
応
食
開
始
に
向
け
て

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、教
職
員
へ
の

講
習
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、専
用
の

調
理
室
を
設
け
、さ
ら
に
ア
レ
ル
ギ
ー
食

調
理
を
含
め
作
業
工
程
表
作
成
の
た
め

に
、
袋
井
市
は
管
理
栄
養
士
を
新
た
に

採
用
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
福
井
大
学
医
学
部
病
態
制
御
医
学
講

座
小
児
科
学
研
究
室
大
嶋
勇
成
先
生
か

ら「
学
校
医
を
通
し
て
、地
域
の
ア
レ
ル

ギ
ー
専
門
医
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に
」と

「
小
学
校
入
学
前
に
学
校
給
食
で
提
供
し

て
い
る
食
品
を
経
験
し
て
入
学
す
る
よ

う
に
指
導
す
る
」、
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー

ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
江
口
陽

子
学
校
給
食
調
査
官
か
ら
は「
で
き
る
だ

け
ア
レ
ル
ギ
ー
原
因
食
品
を
ま
と
め
、調

理
工
程
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
こ
と
が
重

要
」等
の
指
導
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
も
時
間
が
足
り
な
い
く
ら

い
の
意
見
や
実
践
例
が
出
さ
れ
、
熱
い

（
暑
い
）福
井
の
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

＊
平
成
27
年
度
は
7
月
29
日（
水
）、
30

日（
木
）
徳
島
県
徳
島
市
、
会
場〝
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
〞で
す
。「
広
げ
よ
う
阿

波（
Ｏ
Ｕ
Ｒ
）の
食
育
」を
サ
ブ
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
7
月
31
日（
木
）
東
京
都

庁
第
一
本
庁
舎
に
て
平
成
26

年
度
健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、

「
感
染
症
危
機
管
理
と
学
校

の
役
割
」と
題
し
て
東
北
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
微

生
物
学
分
野
教
授
押
谷
仁
先

生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
諸
外
国
で
ポ
リ
オ
、麻

疹
、エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
感
染
症
が
発
生

し
て
お
り
、パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的

流
行
）が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ

７
Ｎ
９
）等
の
新
興
感
染
症
の
増
加
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

の
対
策
と
し
て
、
学
校
閉
鎖
は
有
効
で

あ
る
。
感
染
は
人
と
人
の
接
触
で
拡
大

し
、
特
に
濃
厚
接
触
の
多
い
小
学
生
が

流
行
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。
児
童
の
感

染
か
ら
、
兄
弟
、
親
そ
し
て
地
域
へ
と

広
が
っ
て
い
く
。
一
般
的
に
学
校
閉
鎖

は
流
行
早
期
に
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
で
、
初
期
段
階
で
の
学
校
閉
鎖

が
流
行
・
拡
大
を
防
ぐ
鍵
と
な
る
。

　
最
後
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
は
、

学
校
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
感
染
症

の
リ
ス
ク
が
増
大
し
て
い
る
。
世
界
で

発
生
し
て
い
る
感
染
症
は
、
国
内
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

の
で
今
後
の
情
報
に

も
注
目
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
内
容
で

し
た
。

　
続
い
て
公
益
社
団

法
人
東
京
都
眼
科
医

会
常
任
理
事
、
東
京

都
医
師
会
学
校
医
会

理
事
古
野
史
郎
先
生

に
よ
る「
色
覚
検
査

の
す
す
め
」の
特
別

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
保
健
法
の
施
行
規
則
改
正
に
よ

っ
て
健
康
診
断
の
必
須
項
目
か
ら
削
除

さ
れ
た
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で

色
覚
検
査
が
実
施
さ
れ
な
く
な
っ
て
お

り
、
一
部
学
校
で
希
望
者
を
募
っ
て

細
々
と
検
査
が
行
わ
れ
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
し
か
し
日
本
眼
科
医
会
が
平

成
22
年
度
及
び
23
年
度
に
先
天
色
覚
異

常
の
実
態
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

色
覚
異
常
が
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

学
校
生
活
に
お
い
て
黒
板
の
赤
い
チ
ョ

ー
ク
の
文
字
を
読
み
飛
ば
し
た
事
例

や
、
就
職
時
に
初
め
て
分
か
り
希
望
の

職
種
に
つ
け
な
か
っ
た
等
の
問
題
が
起

き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
今

後
は
学
校
に
お
け
る
保
健
調
査
と
し
て

色
覚
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
、
保
護
者

の
理
解
の
も
と
多
く
の
児
童
生
徒
が
色

覚
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
新
た
な

体
制
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
昨
年
度
の
東
京
都
の
優
秀
学
校

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
杉
並
区
立
三
谷
小

学
校
に
よ
る
健
康
教
育
の
実
践
発
表
及

び
一
般
発
表
と
し
て
豊
島
区
立
高
松
小

学
校
他
3
校
に
よ
る
各
学
校
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
栄
養
教
諭
配

置
校
に
よ
る
地
場
産
物
活
用
状
況
の
パ

ネ
ル
や
東
京
都
特
別
支
援
学
校
給
食
研

究
協
議
会
栄
養
士
部
会
の
手
作
り
の
紙

芝
居
、
歯
の
模
型
等
指
導
用
媒
体
の
展

示
他
、
関
係
団
体
に
よ
る
展
示
が
さ
れ

て
お
り
、
来
場
者
は
興
味
深
く
見
て
い

ま
し
た
。

第55回全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会 報告

「健康づくりフォーラム」が開催されました

松山教育次長のあいさつ

杉並区立三谷小学校の発表

手作り紙芝居

手作り
歯の模型
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7
月
1
日
に
練
馬
区
教
育
委
員
会
一

斉
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
八
坂
中
学
校
の
そ
の
日
の
給
食
は
、

「
非
常
食
試
食
訓
練
|
防
災
給
食
|
」で

す
。
一
斉
防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
学
校

の
行
事
食
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

　
6
月
30
日
の
全
校
朝
礼
で
は
、
校
長

先
生
が「
避
難
訓
練
と
非
常
食
試
食
訓

練
」に
つ
い
て
の
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
訓
練
は
、
素
早
く
冷
静
に
避
難
行

動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
訓
練

で
す
が
、
区
一
斉
防
災
訓
練
で
は
、
保

護
者
へ
の
伝
達
も
訓
練
の
目
的
の
一
つ

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
今

回
の
訓
練
に
関
連
し
て
実
施
し
た
の
が
、

非
常
食
を
給
食
の
一
品
と
し
て
い
た
だ

く「
試
食
訓
練
」で
す
。
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
の
食
事
で
は
、「
人
は
シ
ョ
ッ

ク
状
態
の
と
き
、
食
欲
は
落
ち
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
普
段
か
ら
食
べ
慣
れ
て

い
る
も
の
は
、
食
べ
や
す
い
」と
い
う
傾

向
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
本

校
で
は
給
食
で
非
常
食
を
い
た
だ
く「
試

食
訓
練
」を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
献
立
は『
非
常
食
の「
救
給
カ
レ
ー
」、

自
分
で
お
に
ぎ
り
、
具
沢
山
防
災
み
そ

汁
、
冷
凍
み
か
ん
、
牛
乳
』で
す
。
非
常

食
試
食
訓
練
に
使
用
し
た
非
常
食
は
公

益
社
団
法
人
全
国
学
校
栄
養
士
協
議
会

が
開
発
し
た「
救
給
カ
レ
ー
」で
す
。

　
平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
は
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
よ
る
学

校
給
食
施
設
の
使
用
不
能
や
ガ
ソ
リ
ン

の
不
足
、
道
路
の
寸
断
な
ど
に
よ
る
輸

送
の
不
能
等
に
よ
り
、学
校
給
食
の
提
供

が
不
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
全

国
の
栄
養
教
諭
、
学
校
栄
養
職
員
が
こ

の
非
常
事
態
に
備
え
て
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
、ア
レ
ル
ギ
ー
特
定

原
材
料
等
27
品
目
全
て
を
使
用
し
な
い

救
給
カ
レ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
生
徒
に
説
明
す
る
と
、

「
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
学
ん
で
非

常
食
を
作
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
凄
い
！
」

「
み
ん
な
が
好
き
な
カ
レ
ー
味
に
し
た
の

が
良
い
と
思
う
」「
小
さ
い
子
ど
も
や
お

年
寄
り
も
食
べ
ら
れ
る
や
さ
し
い
味
」

「
リ
ゾ
ッ
ト
み
た
い
で
食
べ
や
す
い
」等

の
感
想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
自
分
で
お
に
ぎ
り
は
、
炭
水
化

物
を
補
う
た
め
に
組
み
合
わ
せ
ま

し
た
。
お
米
の
量
は
、
1
年
生
が

50
g
、
2
，
3
年
生
は
60
g
で
す
。

塩
と
ご
ま
を
合
わ
せ
た
ご
は
ん
を

広
め
に
切
っ
た
ラ
ッ
プ
に
の
せ

て
、
調
理
員
さ
ん
が
一
つ
一
つ
計

量
し
て
パ
ン
箱
に
入
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
生
徒
が
ラ
ッ
プ
を
使
っ
て
、

焼
き
鮭
を
ご
飯
の
中
央
に
お
き
、
握
っ

て
焼
き
海
苔
を
巻
い
て
お
に
ぎ
り
を
作

り
ま
し
た
。

　
八
坂
中
学
校
で
は
初
め
て
の
取
組
で

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て

以
降
、
各
地
で
試
食
訓
練
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
現

2
年
生
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

防
災
学
習
を
行
い
、
災
害
対
策
の
重
要

性
や
非
常
食
体
験
の
学
習
を
し
て
い
ま

す
。
従
来
の
非
常
食
は
賞
味
期
限
の
長

さ
だ
け
を
重
要
視
し
て
き
ま
し
た
が「
食

べ
慣
れ
た
物
を
非
常
食
と
し
、
使
い
回

し
な
が
ら
備
蓄
を
す
る
」と
い
う
観
点
で

非
常
食
の
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
私
た
ち
は
経
験
か
ら
様
々
な
こ
と
を

学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
災
害
時

を
想
定
し
た「
避
難
訓
練
」と「
非
常
食

試
食
訓
練
」は
、
子
ど
も
た
ち
が
災
害
や

避
難
生
活
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

練
馬
区
立
八
坂
中
学
校
　栄
養
教
諭
　飯
島
敬
子

防
災
訓
練
と
給
食

防災給食

1つ1つ、ごはんの計量

皆で一緒に「いただきます！」

「救給カレー、食べてます」
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　中
国
の
上
海
の
工
場
で
極

め
て
ず
さ
ん
な
食
肉
加
工
を

し
て
い
る
実
態
が
、
明
る
み

に
な
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
、
特

に
週
刊
誌
等
で
は
こ
こ
ぞ
と

ば
か
り
、「
中
国
猛
毒
食
品
」

云
々
の
記
事
を
掲
載
し
て
い

る
。
こ
こ
は
少
し
冷
静
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
の

件
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
①
身
近
な
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の

店
舗
で
原
産
地
表
示
が
な
く

中
国
産
と
は
気
づ
か
さ
れ
ず

に
食
べ
て
い
た
こ
と
、
②
設

備
の
整
っ
た
工
場
で
一
見
衛

生
的
で
安
全
な
製
造
を
行
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、

低
価
格
を
実
現
す
る
た
め
の

経
営
戦
略
、
モ
ラ
ル
の
な
い

姿
勢
で
の
製
造
を
行
っ
て
い

た
こ
と
、
で
あ
る
。

　実
は
、
こ
の
こ
と
は
中
国

の
み
な
ら
ず
日
本
に
お
い
て

も
、
残
念
な
が
ら
、
過
去
に

枚
挙
に
い
と
ま
な
い
ほ
ど
の

例
が
あ
る
。
食
肉
加
工
に
関

し
て
も
過
去
に
ミ
ー
ト
ホ
ー

プ
と
い
う
会
社
が
、
今
回
と

同
様
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た

し
、
昨
年
は
偽
装
表
示
と
い

う
名
の
イ
カ
サ
マ
行
為
が
、

ホ
テ
ル
を
は
じ
め
多
く
の
飲

食
業
で
蔓
延
し
て
い
た
の
が

明
る
み
に
出
た
。
バ
ナ
メ
イ

エ
ビ
を
芝
エ
ビ
と
し
て
食
べ

さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　背
景
に
は
低
価
格
競
争
が

あ
り
、
そ
の
低
価
格
に
踊
ら

さ
れ
る
消
費
者
が
い
る
。
食

品
供
給
者
と
し
て
の
給
食
会

は
、
何
を
考
え
る
べ
き
か
。

龍
生

ひ
と
こ
と

•表2～表5の乾物量の欄の値は、基準乾物量に対する過不足率
•○で囲んだ数値は、乾物量が許容誤差範囲を越えたもの

官能審査及び乾物量検査

食パン

パンの種類 件数

14
（16）

評　点 評点別分類 基準乾物量に対する過不足率（％）
注：（　）内の数値は、前年度の抜取調査結果表1

表2

最高点 最低点 平均点

82.00
（81.70）

77.50
（77.50）

80.04
（80.36）

70.00
～
74.99

－ 10.1
以上

－ 10.0
～
－ 5.1

－ 5.0
～
－ 0.1

0.0
～
5.0

5.1
～
10.0

10.1
以上

0
（0）

3
（2）

4
（5）

1
（3）

4
（6）

2
（0）

75.00
～
79.99

80.00
以上

0
（0）

5
（3）

9
（13）

6
（8）

81.90
（81.30）

79.20
（78.35）

80.75
（79.81）

0
（0）

1
（1）

2
（5）

3
（2）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

1
（3）

5
（5）

3
（2）

82.00
（81.00）

76.10
（80.00）

79.02
（80.50）

0
（0）

0
（0）

1
（1）

2
（1）

0
（0）

0
（0）

0
（0）

2
（0）

1
（2）

4
（1）

81.55
（81.65）

76.45
（81.65）

78.96
（81.65）

0
（0）

0
（0）

3
（1）

0
（0）

0
（0）

1
（0）

0
（0）

2
（0）

2
（1）

全　体 27
（27）

82.00
（81.70）

76.10
（77.50）

79.92
（80.25）

0
（0）

4
（3）

10
（12）

6
（6）

4
（6）

3
（0）

0
（0）

10
（6）

17
（21）

食パン

コッペパン

丸パン

特殊加工パン

本会では品質向上を目的に判定基準「可」
以下の工場に対し、技術指導を実施して
おります。

官能審査判定基準
判　定
優
良
可
不可

80.00 ～ 85.00
75.00 ～ 79.99
70.00 ～ 74.99
69.99以下

点　数

パン工場名 乾物量（％） 評 点
福屋製パン㈱
㈱東山堂ベーカリー
㈱栄喜堂
荒井製菓㈱
㈱ヒロセ
荒川製パン㈱
三和製パン㈱
㈲タケベーカリー
不動製パン㈱
㈲セントラル村田商店
竹島製パン㈱八王子工場
㈲アイグラン
㈱皐月
宮崎食品㈲

△0.2
3.1
5.6
7.8

△6.3
△0.9
△5.4
△1.0
△3.3
6.7

△7.5
14.1
5.2
11.2

82.00
77.50
80.20
80.80
79.80
80.50
81.00
81.20
80.00
78.50
78.80
78.80
81.20
80.20

丸パン表4
パン工場名 乾物量（％） 評 点

㈱大森製パン
長崎食品㈲
㈱オギノパン

1.4
△1.3
2.4

76.10
78.95
82.00

コッペパン表3
パン工場名 乾物量（％） 評 点

㈱三好屋食品工業
竹島製パン㈱大森工場
㈲フレンドベーカリー
㈱東和パン
㈱イチマツ食品
㈱一松

△3.0
0.0
0.4

△5.8
2.0

△0.2

80.65
80.20
79.20
81.25
81.90
81.30

特殊加工パン表5
パン工場名 乾物量（％） 評 点

三興製パン㈱
東武食品工業㈱
㈱東京キムラヤ
㈱イチマツ食品 青梅工場

△2.8
11.8
△3.5
△0.2

80.00
76.45
77.85
81.55

（注1）乾物量　製品から水分を除いた重量
（注2）許容誤差範囲　基準乾物量に対して、食パン形で±10％以内、コッペ及びその他の形で±5％以内

平成26年度学校給食用パン抜取調査結果

2．調査担当

1．調査内容
（1）内相・外観の官能審査

（2）乾物量検査

（1）官 能 審 査

（2）乾物量検査 本会職員

一般社団法人日本パン技術研究所研究調査部チーフ 並木利文
東京都学校給食パン協同組合理事長  萩原淳一
東京都学校給食パン協同組合技術部長  宮崎宗一郎
東京都教育庁都立学校教育部学校健康推進課
　給食係給食指導担当係長 （3日） 岩永暢子
東京都教育庁地域教育支援部義務教育課
　健康推進係給食指導担当係長 （4日） 若山ますみ
公益財団法人東京都学校給食会事務局長  山口博康

　平成26年度学校給食用パン抜取調査
を6月3日（火）、4日（水）の2日間、学校
給食用パン加工委託工場を対象に実施
しました。
　調査結果は、75点未満の工場（技術
指導を要する工場）はありませんでした。
乾物量（注1）の許容誤差範囲（注2）を超えた
工場が4工場ありました。詳細は表1～
表5のとおりです。
　本会では、この結果に基づき、東京都学
校給食パン協同組合に対し、各加工委託
工場に対する指導の徹底を要請しました。

給食会だより


